
第１回校内進路説明会資料 

最終的には本人が決める

日ごろから進路について話し合う

進学先で活躍できるように

担任とよく連絡をとる

■進路選択にあたって

学校説明会等に参加する

 

■ 進路選択にあたって 

・  進学する場合、入学するのが目標ではありません。 

進学先で頑張れること、卒業するまで続けられることが大切です。 

日頃から、進路について家庭で話し合っていただき、何か困ったことや、 

事情が変わったりした場合は、担任の先生に連絡お願いします。 

・ 学校説明会、体験入学等に参加して、校風やカリキュラム、 

通学経路、費用、進路先などを調べておいてください。 

・ 進学後に本人が「こんなつもりじゃなかった」と、後悔することがないように、

最終的には本人が納得して決めることが大切です。 
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■ 昨年度卒業生の進路 （）は2年前です。  

・公立高校    男子６７％（６０％）、女子７０％（６９％） 

・私立高校    男子１９％（３７％）、女子１８％（２３％） 

・その他      男子１４％（３％）、女子１２％（９％） 

■ 昨年度、受験者が多かった学校は以下の通りです。 

【公立】北かわち皐が丘(13)、いちりつ(13)、枚方(8)、香里丘(8)、枚方なぎさ(7)、 

西寝屋川(7)、四條畷(6)、交野(5)、城東工科(5) 

【私立】四條畷学園(18)、常翔啓光学園(24)、香里ヌヴェール学院(12) 

大阪産業大学附属(12)、大阪国際(10)、太成学院大学(9)、 

東海大学付属大阪仰星(6) 、大阪電気通信大学(5) 

進路計画について

 

■ 進路計画について 

① 寝屋川市統一高校説明会 

公立高校説明会 ６／２３（金） 

私立高校説明会 ８／２４（木） 

どちらも市民会館です。別途プリントで案内させていただく予定です。 

② 懇談 

６月、１１月、１２月、２月の４回あります。進学する人は、実力テストと 

評定を中心に進学先を検討していきます。私立の推薦や、他府県、 

支援学校等は、６月、１１月の懇談で相談してください。 

私立の受験校は、１２月の懇談で最終決定になります。 

③ 入試 

   私立入試（大阪府：２／１０） → 合格発表は２日後ぐらい（郵送かHP） 

   公立特別選抜（２／２０、２１） → 合格発表（２／２９） 

   公立一般選抜（３／１１）  → 合格発表（３／１９） 

■ ３／１９ 公立一般選抜 合格発表について 

① 合格の場合 → 合格者説明会、教科書販売、制服採寸などがあります。 

② 不合格の場合 → 私立高校に併願で合格していれば、私立の併願校に 

入学金を振り込んでいただく必要があります。 

 

① 、②の対応があるため、公立一般選抜を受験する場合、 

３／１９は保護者の方も予定をあけておいていただくようお願いします。 

 

 



 

入学試験の名前： 

私立は「入試」ですが、 

公立は「選抜」になります。 

■ 大阪府の入試の流れについて 

 ・大阪府の私立入試は２月１０日です。 

（２月１１日に実技、面接を行う学校もあります） 

私立高校に専願で合格した場合は必ず入学します。 

（公立高校は受験できなくなります） 

・その後、２／２０に公立特別選抜、３／１１に公立一般選抜が 

あります。公立高校は合格したら必ず入学します。 

・３／１９の公立一般選抜の発表で不合格の場合、私立高校に 

併願で合格していれば、私立の併願校に入学します。 

①入試時期 ②第二志望

③選抜資料 ④評定の割合

⑤倍率のタイプ ⑥自己申告書

⑦英語学力検査

大阪府公立入試制度について

 

■ 大阪府の公立高校入試制度について 

 

① 入試時期 

２月特別選抜は体育科、エンパワメントスクールなど、実技、面接試験の 

ある学校で、３月一般選抜は筆記試験のみの学校です。 

② 第二志望 

いちりつ高校の理数科と普通科など、公立一般選抜で２つ以上の 

学科を募集する場合、第二志望の学科を希望することができます。 

第二志望の合否判定は一人ずつ行うのではなく、当日の受験者の 

成績によって、学科ごとに合格者を決定していきます。 

 ③ 選抜資料 

当日の試験、中学校の評定、自己申告書の３つになります。 

（公立特別選抜では、さらに実技や面接があります） 

自己申告書は出願時に提出する必要があります。 

④ 評定の割合 

中学校の評定は、１年：２年：３年＝１：１：３の割合になります。 

３年生の評定はチャレンジテストの結果によって、中学校ごとに評定平均の 

範囲が指定されます。私立入試では２学期の評定、公立一般選抜では 

３学期の評定が使用されます。 

⑤ 評定と倍率のタイプ 

当日の入試と中学校の評定の割合を高校が指定します。（２学期ごろ） 

(入試)：(評定)=７：３、６：４、５：５、４：６、３：７のどれかになります。 

⑥ 自己申告書 

ボーダーゾーン（合否の境目）での合否判定で使用されます。 

ボーダーゾーンでは、高校ごとのアドミッションポリシー 

（求める人物像）にきわめて合致する生徒がいれば、総合点に 

かかわらず合格となり、その後、総合点の高い生徒の順に 

合格者を決定していきます。 

⑦ 英語学力検査 

英検などの外部検定で一定の資格があれば、当日の入試点数が 

保障されます。（例えば、公立一般選抜の英語は９０点満点で、 

英検２級だと、８０％の７２点は保障されます） 

※夏休み後には、進学費用についてご案内する予定です。 



 

 

 

■ 進学にかかる費用 

・授業料の他に、受験料、入学金、修学旅行積立金、学年費、購入品 

などがあります。このうち、国及び府から支援金が支給されるのは 

授業料だけになります。 

・私立高校では、特待生になると授業料以外にも減免になる場合もあります。 

・公立高校には特待生制度はありません。 

 

 

■ 進学にかかる費用 （校種別の概算） 

 

高校のホームページや募集要項を参考にした金額です。 

あくまで概算ですので、学校によってかなり異なります。 

参考程度でお願いします。 

 

   この金額に、交通費、部活動などの個別の費用を加えて、 

国の就学支援金、大阪府の授業料支援補助金などの 

給付金を引いた金額が家庭の実質負担額となります。 

 

※公立大学高専には修学旅行はありません。 

４年目にゼミ単位で教員同伴のもと旅行に行っているそうです。 

（別途金額がかかると思われます） 

 

■ 大阪府授業料支援補助金制度 

 

高校の授業料については、国と大阪府の支援金制度があります。 

   （支援金をもらうには、高校入学後に申請が必要です。 

給付なので、返済の必要はありません） 

 

   公立高校の授業料には、国の就学支援金が支給されます。 

 

私立高校の授業料のうち、国の就学支援金で足りない分を、大阪府が 

負担する制度が「大阪府私立高等学校等授業料支援補助金制度」 

になります。 



 

■ 保護者負担額の例 

授業料の実質保護者負担額は、世帯年収目安によって異なります。 

国および大阪府の支援金制度を利用すると、授業料の実質保護者負担額は 

左の表のようになります。 

 

・保護者負担額が０円の場合でも、授業料は一旦納入する必要が 

あります。（後日返金または相殺されます） 

   ・世帯年収目安９１０万円以上の家庭の場合、公立、私立とも 

    授業料の支援金は支給されません。（全額負担になります） 

 

なお、私立高校における国の就学支援金の上限は４０万円程度ですので 

授業料６０万円の他府県の私立高校に進学した場合、世帯年収目安５９０万円 

未満の場合、６０万円－４０万円＝２０万円程度が実質家庭負担額となります。 

詳しくは「就学支援金」「大阪府 授業料」「大阪府私学連合会」などで検索 

してみてください。 

 

■ 大阪府育英会の奨学金について 

・奨学金には返済不要の「給付型」と返済が必要な「貸付型」が 

あります。大阪府育英会の奨学金は「貸付型」です。 

利子はつきませんが、高校等の卒業後に返済する必要があります。 

 

・奨学金の種類として、入学金等にあてる「入学時増額資金」と、 

授業料などにあてる「奨学資金」があります。 

   

奨学金を希望される方には、８月下旬に、大阪府育英会からの 

書類が入った封筒をお子さんにお渡しさせていただく予定です。 

 

★ 申込みにあたって、所得を証明する書類などが必要になります。 

これらの書類を保護者の方が市役所などに取りに行っていただく 

必要がありますので、余裕を持って準備をお願いします。 

 

 

■ 私立インターネット出願について 

私立高校のインターネット出願は、「願書作成」「受験料振込」 

「願書印刷」をインターネットで行うものです。 

 

★ 大学のインターネット出願と違って、印刷した願書に校長印を 

押した後、高校へ持参もしくは郵送する必要があります。 

 

★ スマホ等でも入力できますが、印刷にあたってアプリをインストール 

してコンビニ等で印刷することになります。 

なお、ご家庭でインターネット環境がない場合は、高校等に 

行って、入力していただくことができます。 

 

 


